










　酒井重喜先生は、1971 年 3 月に京都大学経済学部をご卒業後、同大学大学院経済学研究科
に進学され、1973 年 3 月に同大学院経済学研究科修士課程を修了されました。また、1976 年
3 月に同大学院理論経済学経済史学を専攻され、博士課程を単位修得退学後、同年 4 月に熊本
商科大学（現・熊本学園大学）の経済学部講師として着任されました。
　1981 年 1 月には助教授そして 1985 年 7 月に教授へと昇格されており、1991 年には「近代イ
ギリス財政史研究」で経済学博士の学位を京都大学より授与されています。
　学務ご多忙な中、1994 年 1 月から 1995 年 12 月まで国際経済学科長、2002 年 1 月から 2008




















　1976 年より長年にわたって本学の発展にご貢献いただいた酒井先生は、2019 年 3 月をもっ
てご退職となりました。引き続きシニア客員教授として教育・研究・社会貢献にもご尽力いた
だいていることはたいへんありがたいことです。これから先生の残された財産を大切に活かし
て、地域においてさらに輝く大学へと発展させていくことが後進としての私たちの役目です。
　酒井重喜先生の今後のご健勝とご活躍を心より願ってご挨拶に代えさせていただきます。
― 2 ―
